
 

 

 

 

 令和６年度の生徒の後期学校評価の結果（一部抜粋）がまとまりました。学校だより第６
号でお知らせした前期学校評価と、今回の結果を比較して掲載します。（一部抜粋） 
 
 

 

授業へ意欲的に取組んでいる 授業中、仲間の考えや意見をよく聴いている 

  

後期は、どの学年も学習内容の難易度が高くなりました。「授業へ意欲的に取組んでいる」

項目は、全体的に 6.2ポイント下がりましたが、３年生は学習内容が難しくなっても授業へ

の意欲が高い状況です。これは、授業中のグループ学習や話し合い活動の中で仲間の考えや

意見をよく聴いて、自分の考えをアウトプットしているためだと推察しています。また、「授

業が分かる」項目については、３年生は 95.2％で、前期と比較すると 3.2％向上しています。

（紙面の都合でグラフは省略）分からないことがあっても仲間と理解するまで話し合う学習

をしていたことが理解の要因だと考えられます。１、２年生も話を聴く力が身に付いてきて

いますので、今後分からないことをそのままにせず、理解できたことを繰り返す練習や復習

することを通して、授業への意欲が高めまるように支援をしていきます。 

 

 

人間関係がうまくいっている 学校へ楽しく登校している 

  

後期には富士川大運動会やボランティア活動、部活動の新人戦など、仲間同士や教師、地

域の方や保護者の皆様と関わる活動が多くありました。２、３年生は『人間関係がうまくい

っている』『楽しく学校へ登校している』の項目がそれぞれ向上し、人間関係が落ち着いて

きています。１年生は、中学校での新たな仲間づくりを学んでいますが、人間関係がうまく

いっていないと回答している生徒が多数いました。その生徒の様子を休み時間等に見てみる

と、気軽に席の近くの生徒と楽しそうに話している姿や、気の合う仲間と過ごす姿を見掛け

ます。しかし、成長をしようとしている仲間にブレーキをかけるような声掛けを聴くことが

あります。また、小学校からメンバーがほとんど変わらず互いに知った仲で過ごしているた

め、○○な人、○○をする人という具合に決めつけた関わり合いをしている場面を見掛けま

す。どの生徒も成長したい、よりよくなりたいという思いや願いを素直に表現し、一人一人
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が大切にされていくという関わり合いのできる学校を築いていけるよう、全職員で支援をし

ていきます。 

 

 

学校に相談できる人がいる 将来の夢や希望を持っている 

  

「２ 仲間づくり」の項目で「人間関係がうまくいっている」は、どの学年も 80％を上回

っています。仲間同士のトラブルがあっても目上の先輩や大人に相談しやすい学校の雰囲気

がよいからでだと推測します。１年生は、目上の先輩や大人に相談することを躊躇している

生徒がいるようです。その理由は「相談すると迷惑になるから」「心配をかけたくないから」

「相談しているところを見られたらうわさされるかも…」等です。相談者が安心して話すこ

とができるように、その生徒の悩みに寄り添い、自己決定をしながらより良い関係が築ける

よう全職員で取組んでいきたいと思います。休み時間などに校長室、職員室へ来て相談する

ことは歓迎しますので、御家庭からもお声掛けしてください。 

 

 

きまりがなくても判断して行動している 自他ともに思いやる気持ちをもって生活をしている 

  

生徒会の話し合いで「移動教室の時に鍵を掛けない」という提案をもとに全学級で期間を

決めて鍵をかけない取組みを行いました。その結果、生徒は「安心安全を確保するため、移

動教室の時は鍵を掛けたい」という結論を出し、現在でもクラスで協力して鍵掛けを行って

います。生徒たちは、自分たちで考えて、行動できる力が身に付いてきています。また、「自

他ともに思いやる気持ちをもって生活をしている」という項目は前期同様の数値となりまし

た。どの生徒にもその子なりの優しさがあることは、富士川第一中学校の生徒の強みです。

互いを思いやる優しさを伝統とし、社会をつくるような生徒に育つよう教職員が一丸となっ

て支えていきます。 

 

 

学校は、保護者や地域と連携できている（保護者） 地域の方々に自分からあいさつをしている（生徒） 
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コミュニティースクール（学校運営協議会）がスタートして２年が経過します。地域の代

表の方々から地域のニーズや貴重な御意見をいただきながら、学校運営をしてきました。そ

の主な取り組みとして、富士川大運動会や文化発表会などに多くの方々の御協力をいただき

ました。また、多くの授業参観を実施し、御参観いただいたことで、学校の取組みに御理解

をいただくことができたことは、嬉しい限りです。今後も学校と保護者や地域をつなぎ、活

気ある学校を目指して、誰もが幸せになれる（ウェルビーイング）学校づくりに努めて参り

たいと思います。 
 

 

 

アンケートや調査などへの御協力をありがとうございました。生徒や保護者の皆様、教職

員のアンケートの結果から現在、来年度に向けて学校運営やそれぞれの課題について、検討

しています。 

子どもが希望をもち、明日も学校へ来たくなる学校を目指していきたいと思います。保護

者の皆様におかれましては、生徒たちのより良い成長のため、生徒を温かく見守り、励まし

の声を掛けてください。 

今後も保護者の皆様と地域と学校がつながり、一丸となって生徒の成長を喜べるよう教職

員一同、全力で支援していきたいと思います。 

 

来年度に向けて 


